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抄録:本論は現代イギリスの教員養成制度に存在する改革モチーフが「政府による中央集権化」であ

ると了解しつつも，単にそれだけではイギリスの教員養成は捉えがたいという問題意識の下，教員養

成にかかわる大学の PGCEコース(学士号取得者対象)の指導者，教員志望学生，教育学研究者らの

声を取り上げて教員養成の動向を多様な観点から明らかにし，その特質を作り上げているファクター，

すなわち「学校基盤J，IパートナーシップJ，I校長のリーダーシップJ. I教職の専門性」といった教

師文化の諸要素を取り出すことを試みたものである。本論で解明された点は次の 5つである。①イギ

リスの教員養成には多様なルートがあるが，その原理は学校を基盤とする徒弟的養成であり，それは

学校教師が自由主義や個人主義の教育エートスに方向づけられたカリキュラム編成上の自由と専門性

を歴史のなかで獲得し行使してきたからである。②これを一般に進歩主義教育と称すが，その教師文

化は今日も継承されているため中央政府との車L蝶・葛藤は不可避である。だが，そのようななか.PGCE

学生には教員養成大学と学校.NQTには学校と LEAsといった関係諸機関とのパートナーシップが重

視されている。③この連携関係のなかで現れつつあるのは，教職の新しい専門性であるが，それは公

共性の観点をもった「学級の自由Jにかかわっている。④新しい専門性をもった教師集団のなかでイ

ニシャティヴをとる校長は 指導，経営・運営の全責任を有しているが，それは近年創設された教員

養成機関 NCSLのように国家政策がダイレクトに反映する機関で養成するには限界がある。⑤なぜな

ら，校長のリーダーシップの根幹には，教育哲学，批判的分析能力，独立精神が不可欠であるからで

あり，今もなおこの校長文化は進歩的な学校を経営し，進歩主義教育をさらに探究するための原動力

となっている。

キーワード:イギリス教員養成. PGCEコース，学校基盤の徒弟制，大学と学校のパートナーシッ

プ，校長のリーダーシップ，教職の新しい専門性，進歩主義教育

Abstract: This paper aims to distill the fundamental theories and characters for Teacher Training by the 

reconstruction of educational ethos based on comments from interviews of PGCE(Post -Graduate Certificate in 

Education) Programme Leader and Curriculum Leader in Secondary Initial Teacher Training School of 

Lifelong Leaming and Education in Middlesex University， Leader in Leadership and Management of School of 

Education in University of Birmingham， Professor in University of London， Head of Art and Design 

Department of Secondary School， and Students of PGCE. Recognizing the motive of the reforrn of educational 

systems is taking notice that only doing so is just a beginning step in understanding the motive of education in 

England. What is found conceming teacher training as a conc1usion is the following five points: (a) In Teacher 

Training in England there are many routes and the principle of training is school-based apprenticeship because 

teachers have some professional capabilities to proceed by ethos such as independent and liberal attitudes in 

possession of individuals. (b) Because such a culture of teachers of Progressive Education is inherited and 

continued， current political frictions and conflicts between teachers and Central Govemment cannot be avoided， 

and it is necessary to combine some various partnerships between Universities and schools for PGCE students 

and between schools and Local Education Authorities for NQTs (Newly Qualified Teachers) together. (c) What 

is appearing in these relationships is a new professionalism. which demands of teachers some abilities to 

organise school curriculum oricntcd toじhildrcnin cvcry individualぽ hoolandじlassfrom thc viewpoints of 

publicity ahout eduじation.(d) Headteachcr、takinginitiativc for thc wholc school arc rCljuircd to takc 
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responsibilities such as leadership， administrative abilities， and management， in order to give them 

qualifications as headteachers， NCSL (National College for School Leadership) under the direct control of 

Central Government as a new organization was founded， but there is some room for taking the unification of 

NCSL into consideration. (e) It is headteachers who require some knowledge and skill in educational 

philosophy， analytical intelligence， and independent mentality according to the circumstances of each school， 

because such a culture controls the Progressive Schools and is the motivating power of exploring Progressive 

Education more. 

Keywords : Teacher Training in England， Post-Graduate Certificate in Education， apprentice of school-based， 

Partnerships between Universities and schools， Leadership of Headteachers， New Professionalism of Teaching， 

Progressive Education 
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1.はじめに一本論の課題

教育という営みが社会と不可分な関係にある以上，そ

の政体の意図する政策指針は教育の分野に多大な影響を

与える。 20世紀の後半に至って初めて国家の教育スタン

ダードをナショナルカリキュラムというかたちで表明・

規定したイギリスは その典型例として挙げることがで

きる。イギリス史上初めての女性首相，サッチャー

(Thatcher， M.H. 1925 -)による政権 (1979-90)は，強

硬な外交政策とマネタリズムに基づく経済政策を展開し

たことで知られるが，その教育改革政策は，イギリス教

育行政研究者・大田のいうように 「福祉国家」体制との

訣別を宣言し， ["評価国家J["品質保証国家」という国家

像を措定するかたちで，いわば「一大プロジヱクト」と

なる 2。これは後のメジャー政権 (1990-1997) ，さらに

労働党のブレア政権 (1997.5.1)にも引き継がれるが，

その就任演説で用いられたフレーズ重要なのは，教育，

教育，教育」が示すように，‘highchallenge， high support' 

というスタンスをもっ教育政策が ナショナルアセスメ

ントという評価システムとそれに付随する説明責任を学

校に突きつけることとなり，学校などの諸教育機関は，

競争的環境のもとでの学校運営を余儀なくされたのであ

る。

こうしたスタンスや方向性は 教員養成においても例

外ではない。いうまでもなく，教育の品質保証は，教師

の専門性を裏づける能力・資質と不可分であるからであ

る。しかし，イギリス社会では，長い間，医師・弁護士

のように，専門職としての教師という認識は，私立学校

の教師にのみ妥当するとされていた。その背景には，教

師や教員養成についての歴史があり三それは，公立学校

の教員を 'Teacher' また校長を‘Headmaster' ではなく
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‘Headteacher'と呼ぶことにも示されている。歴史的にイ

ギリスでは，教鞭を執る者に対する語として‘school

master'と'Teacher'がある。前者は，私立学校(Independent

School， Public School， Private Academy)で教鞭を執る者を

表わし，教員としての専門的トレーニング (training) を

受けていないが学士号にもとづいて 専門科目を教える

ことができる教養豊かな者を指し 実用教科や体育を担

当するインストラクターとは区別されていた。また，後

者は，教員としての専門的トレーニングを受けているが，

教養人の範轄に属さない学士号を持たない者を指してい

た。このような事情が 教員養成をトレーニングという

範鴎で捉え，今もなお 'TeacherTraining' の語を用いる

所以となっている4。しかし，こうした歴史的背景は，ま

た逆に戦後教師の自立性・独自性を作り出す自由な教師

文化をも生み出してきた。

こうしたことを考慮に入れつつ，本論では，現代の教

員養成制度改革の動向を概観し 次に教員養成を担う指

導者，教員養成機関で学ぶ学生，研究者らへのインタ

ビューから得られたコメントや意見を紹介しつつへそこ

に潜在する教員養成の特徴 教員養成に不可欠な教職の

専門性や教師の指導性を取りだす。なお，本論における

筆者の視座は，イギリスの教師の職業意識に根強く存在

する専門職意識と教育実践への信念がいかに現代まで引

き継がれているか という教員文化への史的接近を試み

ようとする視座である。それは 日本では，イギリスの

近年の教育改革の理解において 偏差値などに代表され

る日本的学力観やアカデミズムの文脈に位置づけて捉え

られているため，独立精神をもったイギリスの教師の信

条，すなわち教員文化への顧慮が無視されている，とい

う筆者の疑念に由来する
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2. イギリス教員養成制度の多元性と基本的枠組み

イギリスの公立学校教員の養成制度を貫いている基本

的考え方は，大量の若年労働者や貧民への教育を必要と

したヴィクトリア時代 (1837-1901)にほぼ確立されて

いる。この時代は， 1870年教育法制定以前のことであ

るがゆえに，それは些か奇異に映るが，そうではない。

制度の後追い性を考慮、に入れるならば，教育に対する基

本的考えを制度化した「出来高払い制J(1862 -1895) 

はその代表であるといえよう。そこで示された「査察と

補助金」の構図には階級性のモチーフがあり，それだけ

でなく，宗教というモチーフも存在する。なぜなら，そ

れは，宗派的車L蝶のなかで非国教会派の人々が「内心の

自由Jを主張した長い歴史に由来し，それに抵触しない

かたちでの公教育のあり方への模索の結果，と捉えるこ

とができるからである 7。そこにイギリスの教員養成文化

としての教育の自由主義的・独立的エートス」がある

のである。そして これが教授上のトレーニングと学問

的知識の習得の双方を課す教師の専門性を生み出す土台

となっているのであり 教育の私事性と教員の自由への

熟慮のスタンスを作りだしている。

したがって，現代のイギリスがナショナル・カリキュ

ラムを編成したのは こうした延長線上において「国家

による教育とは，国民をつくる教育とは」という問いへ

の接近を余儀なくされたこと，また教員養成もその文脈

のなかで模索することを余儀なくされたことを踏まえる

必要がある。ここに国家は教育という営みにいかなるス

タンスでかかわり 子どもの成長・発達を保障すべきか

という，古くて新しい問いが立ち現れる。このことを熟慮

しつつ一定の方向性を打ち出そうと模索し議論を重ねて

いるのが，現代のイギリスの学校教育の状況なのである。

では，教員養成の仕組みは，どのようになっているの

であろうか。第二次世界大戦後イギリスの労働者階級は

学校教育の平等性を主たるテーマとして議論し闘い，その

なかで「すべての者に中等教育j を保障すること，また三

分岐型の学校間格差を除去するために作られたコンブリ

ヘンシヴ・スクールを普及することを中心に掲げてきた。

この延長線上に位置づけられるのが，近年の教育改革であ

り教員養成制度改革8である。では一般の教員は，具体的

にどのような制度のなかで養成されているのであろうか。

教員養成ナショナル・カリキュラム版と称される 1998

年4月の通達 (2000年5月実施)では，①英語・数学・

理科の知識の理解と技能を有し，②指導法として ICT

Gnformation and communication technologies，情報伝達技

能)の知識・技能をもちつつその指導法に熟知し， これ

をふまえた l~で.①知識と理解，②授業計両・学習指導・

ア級車t'，~仁 :)制をそ.，i'Hllli' riL2$:f<・ W~f; .訂作 -1その他

ω咋門的矢[J，]誌の 4つの力テゴリーの修行が，;果される二と
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となった九さらに， 2004年現在，イングランドでは，

ITT Crnitial Teacher Training )コースを修了した上に数学，

文学， ICTの技能テスト (SkillsTests)に合格することが

課されている。

また，教員になるための ITTコースは， 2003年から

2004年の時点でイングランドには40，000カ所あり 10 そ

れは高等教育機関と SCITT(School-Centred Initial Teacher 

Training) の研修機関とで構成されている九前者には，

学部教育の初等教員養成コースで教育学士 (BEd) を取

得した者がトレーニングを受けて教員資格 QTS

(Qualified Teacher Status)を取るルートと，大学卒業後に

PGCE (Post-Graduate Certificate in Education)コース (GTT

= Graduate Teacher Training Registryに登録されている高

等教育機関)に入って 1-2年のトレーニングを受けて

QTSを取るそれとがある。また，後者は， TTA (=Teacher 

Training Agency) の課程認定を受けた教育プログラムに

参加して取得するものである。 SCITは，トレーニングの

全てを大学ではなく各学校が行うものであるが，教員資

格の授与は提携の大学から与えられる。しかし，生徒一

人に必要な費用が平均 5千ポンドと高額であり，それは

その学校が負担せねばならないためとの制度は消えつつ

ある九その他に，学校に勤務しながら資格を取得する

GTP (=Graduate Teacher Programme，学位取得者プログラ

ム)13と学位はないが 2年間の高等教育修了者を対象と

する RTP(=Registered Teacher Programme，学位未取得者

プログラム)がある。これらの中で，最も大きな割合を

占めているのが GTPである。 GTPについて，テイラー

氏 (Mr.Peter Taylor ， Lecture of GTS =Graduate Teacher 

Scheme， Trent Park Campus， Middlesex University) は，次

のように述べている。

「教員資格を得ようとする生徒(trainee)は学校に雇わ

れ，年間最低 13，500ポンド (Londonweighting込み)

の給与を得つつ実際的な訓練を受ける。給与は生徒の経

験等により学校が決める。生徒のレベルによっては， 1 

ないし 2期間 (1-2tenns)でトレーニングを完了するこ

とも可能である。 トレーニシグ中は学校側の管理下にあ

るため，その学校の状況に合ったトレーニング内容とな

る。必然的に理論Ctheo可)の比重は低くなるが，経済

的にフルタイムで大学に在籍できない生徒にも向いてい

る。既に教師の経験がある者，学級担任アシスタント

(c1assroom assistant) ，技術者 (technician)向きである。

準備段階がなく直ちに実践に入るため，ある程度の自信，

経験が必要となる。理論を得たい，段階的に職位をあげ

たい，他の学生との交流，多様性を求めたいような場合

はPGCEコースを選ぶ者が多い。現在，ロンドン内でGTP

コースをもっ学校は約ROO校ある (PGCEは4，000校)。

主た‘ GTPω ，ml純は件 γf校 υ)}J ji卜に依((寸る

([)r.Tavlor) ， 
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以上のようにイギリスでは教員資格の取得方法が多様で

ある。それは，見方を変えれば，多様な背景をもった教

師が養成される可能性が生じるということである。これ

が一義的ではない教育観や価値観が教師集団のなかに生

まれる道を保障することになるが，また逆に，それは教

員の能力水準維持の困難性をも招来することになる。そ

れゆえ，教員資格の授与に際して一定の水準を保つ方法

が必要になるのであり，それが DtES (Department for 

Education & Skills)がITTの管轄機能の強化によってめざ

すところなのである。教師の多様性保障を前提とした教

師の学力の一定水準維持，これが教員養成の必須要件と

いえよう。したがって 総じて教員養成の具体的骨子は，

①学校間格差の是正のための教師・学校の標準化

(standardization) ，②学校現場を中心にした徒弟的方法

(apprenticeship) による「訓練された教授スキルと新し

い専門職意識をもっ教員の養成Jという考えに集約でき

る。それは近年の子どもの問題状況，すなわち，①自己

否定観 (negative，hate， punish by their selves) ，②学力低下，

③道徳意識の欠知，といった問題状況への国家的対応の

緊要性にも方向づけられ，また「公教育の平等'1生の保障J

という公教育の原理にも基礎づけられている。当然のこ

とながら，こうした方向性は， r競争的環境下での財政的

援助」を主張する中央政府の強力なイニシャティヴのも

とになされ，それは養成される教員にも課されている。

その方途は，具体的には，アセスメント能力の養成という

かたちになって現れ，イギリスでは，実習校での成績・態

度や新人教師として採用された学校での勤務状況など，教

員養成にかかわる継続的な評価システムが作られている。

では，実際に教員はどのように養成されているのであ

ろうか。前述したように，教員資格を取得する道は多様

であるが，以下ではイギリスの代表的な教員養成コース

である PGCEコースを取り上げることにしたい。

3. 現代イギリスにおける教員養成一 PGCE，NQT， Q 

TS，ファースト・トラック (FirstTrack) -

(1) PGCEコースにおける教員養成

PGCEコースへの入学資格は，英語，数学の GCSE

(General Certificate of Secondary Education =中等学校課

程修了資格)のグレード C以上と学士号の保持とを要件

とする。一般に， PGCEコースでは， 1年間のフルタイ

ムと 2年間のパートタイムコースがまた PGCE-フレキ

シブルコースでは， PGCEフルタイム，パートタイム，

遠距離・週末・在宅・夜間学習コース等があり，個人の都

合にあわせて学習形態を設定することができる。さらに

また， PGCE-ファースト・トラック (FastTrack) コー

ス(学位2.1以上が入学資格要件)14もあり，そこではフル

タイム 1年間の特別訓練の後個人の能力促進のため最高
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5年間の実習機会が提供される。なお，緑書『教師の直面

する変化へのチャレンジ(TeachersMeeting the Challenge 

ofChange)~ (CM4164 Dec. 1998)では，昇級速度の速い教

師をさす言葉として ファースト・トラック (FastTrack) 

という表現を用いて管理職候補者養成に乗り出している。

政府は FastTrack Teacher's Listを作成し，教師の昇級速度

をモニターしている。が このシステムには当然のこと

ながら反発が強い。 (www.fasttrackteaching.gov.uk) 

School Leader 

Professional Teacher 

Qualified teaching Fast track 

asslstant 

では， このような枠組みの下，教員養成は実際にどの

ようになされているのであろうか。 PGCEコースの具体

的な課程を取り上げてみることにしたい。ここでは，子

ども中心の立場を主張する進歩主義者が重視している教

科であり 15 文化的・伝統的に高く評価されている芸術・

デザイン (Art& Design) の教科の教師資格を取り上げ

る。ロンドンの北部に位置するミドルセックス大学

(Middlesex University) のトレント・パーク・キャンパス

(Trent Park Campus)のPGCEコース 16の仕組みは，大学

を卒業して教師を目指す者のための GTS (Graduate 

Teacher Scheme)を採用している。それは， 10月から翌年

の7月までの 1年間のフルタイムであるが， トレーニン

グ期間として大学での授業を40日間学校現場での実習

を120日間受けた後， NQT (=Newly Qualified Teachers)の

資格を取るというものである。教師になるための基本的

枠組みとそれを支える組織の関係は 以下の通りである。

To become a teacher 

General Requirement is to 
understand 
-Special Needs Education 
-Classroom Behaviours 
-Working with Supporting 
Staff etc 

Subject陀 quirementis to 
understand 
ーナショナルカリキュラム
-Handbook created by each 
umverslty etc 

LYMmgwLh(h  l) 

¥/  
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また， PGCE学生の 1年間のスケジュールは次のよう

になっている。

< PGCE 1年間のカリキュラム>

Autumn Term 
Spring Term 

SummerTerm 
(1月前半-4月前半)

(9月前半一
ハーフターム ハーフターム

(4月後半

12月半lま)
(2月半ば)前 後

6月後半)

週2日，自分の所 週 1日，自分の 週5日，学校 週 1日，自分の

属する大学(チュ 所属する大学 Bで実習 所属する大学

トリアyレ，プレ (チュートリア (チュ トリア

ゼン，グルフワ ル等)で学習， ル等)で学習，

ーク等)で学習， 週4日学校Bで 週4日，学校 B

週3日，学校Aで 実習 で実習

実習

では，その具体的な内容はどのようになっているので

あろうか。そのスキームは以下に述べるように明確に決

められている 17

まず，大学での授業内容には，二つのカテゴリー，す

なわち一般専門科目 (GeneralProfessional Studies=GPS) 

と専攻科目セミナー (SubjectSpecific Seminars Seminar) 

とがある。とりわけ後者は 四つの領域，すなわちセミ

ナー (Seminar)，ワークショッフ (Workshops)，学生主

導ワ ーク ショ ップ(SLW=students -led workshops)， 

チュートリアル (Tutorials)で構成されている。前者の

概要 (Synopsis) は，教師の態度・行動に関する一般的

理解 (Generalunderstandings of teachers: behaviors)，学習

ストラテジーClearningstrategies)，特別支援教育 (Special

Education Needs=SEN) ，テクノロジーの一般的実践研究

(GPS technology))が春学期を除く毎週，セミナーとして

聞かれ，それらへの評定 (Evidence)は，思索的論理(各

セミナーごと)，専門領域ジャーナルからの 5つの論文の

考察，観察と評価に関するレポート課題 (Monitoring+ 

Assessments Assignmentl Report (2500 words)によってな

される。また，後者の学習内容への評定は，セミナーで

の記録 (Notesfrom Seminars) ， リサーチ・プロジェクト

(Research Pr吋ect)，デザイン・テクノロジー・プロジェ

クト (DATEProject)，キー・ステージ 3 (Key strategy 

3 Projects) の成績によってなされる。

さらに，多くの時間を割かねばならない学校実習は，

2ヶ月ずつ異なった特徴をもっ学校 2校 (School

Placements at 2 Schools ，120 days)でせねばならない。そ

して，その評定は授業計画 (Lessonplans) ，学習活動計

画 (Unitof walk plans)，標準到達評価シート (ATS

Sheet=Assessment Target Standards Sheet)に基づいてなさ

れている。

こうした授業内容は， OFSTED (Office for Standards in 

Education)の査察官による 3年に一度の学校訪問によっ

て評価を受けるが，それは ITTの枠組み基準にしたがい，

尖門校，実宇iJFι 定古]指導教員らとの[I副長などを通して

1;下知lに視察 p，周否さ才l，結果が公表される， という r!llu

;¥{).19(三()(q)

をふむ。また， PGCEコース 13科目の試験結果も公表さ

れる。当該校の Art& Design PGCEコースの外部試験官

(Extemal Examiner) は，ヒックマン氏 (Dr.Richard 

Hickman， Head of art Dept. in Homerton College， 

Cambridge)であり，その試験は，実習 (Practicalstudy) 

と理論(theory)が中心となっているが，それだけでな

くPGCE生徒の協同性も対象とされている。なお，コー

スのガイドラインは 年々変化する政府の要望に対応す

るためだけでなく 生徒の多様性，教育現場のニーズの

変化に対応して，毎年，修正・改訂される。そして， こ

うした制度は，奨学金給付という方法で教員志望学生を

援助するかたちをとっている。教員養成のための政府は，

トレーニング期間 9ヶ月に対して6.000ポンドのトレー

ニング給与を支給し，学生は，それ以外に個別の財政的

事情を勘案して約 3，500ポンドの奨学金が与えられる。

また，授業料は学生の居住区の LEAs(Local Education 

Authorities)から払われている(約 1，125ポンド)

(wwW.tta.gov此参照)。

このような養成制度は，教員の需要と供給という市場

論理の枠組みに規定されつつ，政府， LEAs，大学，学校，

教員志望学生という組織・個人が相互に連携し査察，

評価，助成，資格授与という役割を分担する仕組みで機

能している。これが全体としてうまく機能しているか否

か，一部の者や組織に負担が偏っていないかなどについ

ては，イギリスの経済・産業の推進の観点からだけでは

ないスタンスやファクターを考慮に入れることが不可欠

になり，公共性を担保した教育の平等性の理論的枠組み

が必要になるへそれは 教師という職業の専門性をい

かに捉えるか， という議論とも密接に関連しているが，

まずは， PGCEコースに関わっている人々の声に耳を傾

けてみよう。

(2) PGCEコースのシステムとしての内実一大学と実

習校とのパートナーシップー

では，教員養成に直接かかわっている人々，また学ん

でいる学生はどのようにこの教員養成のシステムを評し

ているのであろうか。ミドルセックス大学のホーランズ

氏 (Dr.Howard Hollands， Art & Design PGCE Programme 

Leader) 19 シプリー氏 (Dr.Peter Shipley， Cu町iculum

Leader， Secondary lnitial Teacher Training School of 

Lifelong Leaming and Education， Middlesex University)，そ

して PGCEの学生であるホッベン氏 (Mr.Zek Hoeben， 

PGCE Student)らのコメントを紹介しよう。

「学生が実習している中学校には GCSE(中等学校課程

修了資格)があるため，授業内容をスパイラルなかたち

で編成することができず，学牛.はとても骨の折れる課題

にp'(1Mしている J また，1)、・ Ijl学絞ψナシ cJナル・ iJリ

キュラムの枠組みは. ‘spoon fccding' という ri葉に象徴
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されるように自分で食べることができない赤ん坊が離乳

食のすべてを口に運んでもらうように，まさに完全に準

備されたものであり その枠組みの下では，個人に対応

した学習の個別化や協同学習は難しい。また， TTAの書

類は膨大であり，多忙な教師はそれらを読む時間さえな

い。中学校の生徒一人ひとりへの対応の努力は， PGCE 

の学生にとって難しい事柄ではあるが，ブレイン・ストー

ミングによる学習計画が有効である。ただ， GCSEは実

際にはキー・ステージ3の終わりから始まっているため，

Year 9 (14歳)は難しい問題があるが，この時期は芸術

に触れさせる絶好の機会でもある。また，学生のアセス

メントは，モニターとしてパフォーマンスに参加し，そ

して判断させることが望ましいJ(Dr. Hollands)。

「本学では現在85校の中学校と提携している。そのうち

50校は理想的，またはそれに近い学校であるが，残り

の35校は生徒を送るには理想的ではない。しかし，義

務であるため送らざるを得ない。

また，ミドルセックス大学では生徒に合ったルートを

見い出すという教育方針をとっているため，経験，自信，

能力等に基づいた個別訓練プラン(IndividualTraining 

Plan) を作っている。理想は 2年間のコースであるが，

現行の 1年間では個別訓練プランを見極め，実行するの

は難しい。また， 2年間のコースであれば，発達具合等，

個人のペ スにあわせてコースを短縮することも可能で

ある。機会の平等性 (Equalopportunity)に関していえば，

状況に応じ，特定の学期をパートタイムでこなす等の方

法がある。さらに問題なのは PGCEを終えて資格をとっ

た教師のうち 60%が， PGCE終了後 5年以内に教職を離

れていることであるJ(Dr.Shipley)。

rpGCEのコースは，要求度の高い目的を持った，とて

も大望的で楽しいコースである。それは，政府の限りな

い最新のインシャティヴとストラテジーを取り込みつつ

コミュニティの学校(公立学校)の広汎な役割について

理解するための教育学(thegeneral pedagogic studies) を

講義するために努力しているからである。私は学生が実

習校で教え始める前に いくつもの単純な問いへの講義

が必要だと思う。たとえば教え方の良き価値は何か，

学習のそれ自身の哲学の価値は何かJ，r教授の実践を導

く手助けは何か」など。残念ながら これはこのコース

ではなかった。なぜなら 我々は DfESとITTの要求を

満足させるために多くの計画通りの規則的時間(thetime 

kking boxes)を過ごし，その証拠を提示せねばならない

からである。政府の諸期待(WwW.standards.dfes.又oV.uk)と

多くの学校，とりわけ市内の地域の学校の必要性の現実

の問には大きな溝(alarge division) が今もある。そのよ

うな地域は， 1クラスの生徒数が多く，個人的な関係が

とれない状況がある。しかしこの大学の PGCEの講座

は，多くの学校が直面している困難をよく理解している。

Art & DesignのPGCEコースは個人個人の成長を目的と

し，究極的に正規の基礎教育のなかで教師が授業と知識

を問い続けることを必要とするような観点を得ている。

私はこのコースを選んだことをとても幸せに思ってい

るJ(Mr. Hoeben，下線筆者)。

上記のようなコメントからは 教員養成にかかわる大

学のスタッフがいかに努力しているか，また，それを享

受している学生がいかにそのことを高く評価し，教育と

いう仕事に対していかに誇りをもっているかが窺われる。

では，実習を受け入れている学校の教師はどのように

この制度を見ているのであろうか。実習学生からは評判

の高い学校の一つであるサウスゲート中学校 (Sou血gate

School， 1907-) の，教職経験40年以上というポイズ氏

(Mr. Pe町 Powis，Head of Art and Design Dept.，)は，次の

ように述べている。

rpGCE学生の受け入れは，現代的視点に基づく教育方

法を取り入れるという意味で非常に役立つ。いつでも視

野を広く持っていたいからだ。学生のものの見方は新鮮

であり，教育現場に多様性を与える。本校では PGCE学

生1人に対し，志願した 2人の教師(1人は経験豊富な

シニア，もう 1人は昨年 NQTを終えた新任の教師)を

指導員としてつけている。こういう状況が可能でなく，

もし自分の負担が重くなるようであれば続けられないだ

ろう。また，現職教師にとっても専門性の発展のため，

PGCEの生徒を担当するのは有意義である。サウスゲー

ト中学校では，長年の経験からっくり出された GCSEタ

イプのグレード表をもとに授業をしている。有り難いこ

とに，多くの生徒はグレードを気にしない。それゆえ，

OFSTEDの査察はあまり心配していない。また，この学

校の教員，教育管理体制は安定しているし，グレードも

安定しているJ(Mr. Powis)。

美術科主任の彼はこのように学校基盤の教員養成を肯

定的に捉え生徒の経済的，家庭的背景に関係なく，同

等な機会を与える総合制の教育 (comprehensive 

education) が望ましいが全ての生徒を引き受ける

(inclusion) には，むずかしい問題が付随するJとして，

階級社会イギリスの戦後教育改革の難しさを吐露しつつ，

現代の政府の教育改革に対しては激しい批判を展開して

いる。

「ナショナル・カリキュラムは 教師が長年かけて発

展，展開させてきたことを崩壊させた。これを修復する

のに， 10年はかかるだろう。査察システムには大いに疑

問がある。学校の実体は査察によっては何も見えてはこ

ない。学校側はこういった(政府の)動きに立ち向かっ

ていかなければならない。結局 教育において何が一番

鳴門教育大学学校教育実践センタ一紀要



重要か知っているのは我々教師である。教育の専門家で

あるのは我々教師であり それを裏づける経験を我々は

持っている。政府が何を言おうと，結局，彼等は専門家

ではない。専門家でない彼等の意見に右往左往すること

はない。 1校1校違うのに，一つの方針を当てはめよう

というのは無理である。細分化された現在の教育体系で

は，教授黄金時代 (GoldenAge of Teaching)のように我々

教師が試験内容，形態を豊かな創造性あるものに考案す

るのは難しい。また，現在の教育の中央集権化は，教師

の信用を下げる。 LEAがいうような「今年は64%の生

徒がAを取った，来年は 70%を目指そうJという発想

には意味がない。政府の教育計画に賛同する学校はどこ

にもないJ(Mr. Powis，下線筆者)。

改めて述べるまでもなく，彼は，教師集団の専門性が

学校固有のなかで形成されていることを強調し，そのこ

とへの自負を表明している。ここに溢れている教師とし

ての思いや信念は，概してイギリスで長年教師をやって

きた，黄金時代の教師 (50歳代の教師)の意識を象徴し

ていよう。つまり 教師こそが目の前の子どもにどのよ

うに教育するかを最も的確に理解できる専門家なのだ，

という専門家としてプライドこそがイギリスの教員文

化Jの基盤なのである。

さて，このようにして PGCEのコースを終えた学生は，

前述したように， NQTの資格を得ることができるわけで

ある。それはどのようなプログラムなのであろうか。

(3) NQTの条件およびプログラム

NQTはフルタイムの教師として 1年間 (3terms， 9月

から翌年 7月まで)働かねばならない。その問， NQTは，

18，139ポンド (InnerLondon) の収入を得るが，学級担

任 (Classroomteacher) になれば，それに 10，572ポンド

を加えた給料が支給される九が それは PGCE終了後，

5年以内にしなければならない。つまり， 5年を越える

と実質的に NQTは無効になり，教員資格は与えられない

のである。また，学校に採用された NQTの担当授業数

は他の教師に比べ 1割程度少なく，各人個別に担当指導

教員がつき，教師としての発達状況がモニターされる。

導入基準 (InductionStandards) にそって個別プログラム

が組まれ，授業内容，教授法の向上が求められる。各学

期末には担当指導教員と校長との間で正式な討議機会が

あり，その進展状況は LEAに報告されることになる。そ

して， 3学期末には，校長から LEAに対してその NQT

が導入基準を満たしているかどうかについての報告がな

され， これに基づいて LEAはNQTが今後も教職を継続

出来るか否かの判断をくだす。そしてさらに，その最終

結果を GTCE(General Tcaching Council for England) ，校

1<. NQTにいえる。こうして. NQTは教師資格をもっ

¥Ii. 1り(三()(ll)

た一人前の教師として働くことができるのである。ただ

し， NQT採用の場合も，一般教員採用の場合も，紹介・

斡旋に際しては， LEAやそこに属する企業が介在する場

合も稀にあるが，あくまでも学校が独自に採用する権利

をもっている。

このようにみてくると 日本のように教員雇用が教育

委員会の採用試験に左右されるということはなく，校長

にその権限が委ねられているということがわかる。つま

り，学校理事会 (GovemingBody) の主要メンバーでも

ある校長には，多大な権限とそれに見合った責任がある

のである。そして それぞれの学校は，独自の経営方針

をとり，学校理事会の自立性，独創性も保障されている。

とはいえ，それは SATs(Standard Assessment Tasks)や学

校査察に基づく経済的助成という枠組みでの経営，すな

わち競争的環境下での経営を余儀なくされている。しか

も，校長は学校教育を担う教師集団への監督・指導の責

任を負うことになるため 経営・運営能力と指導性を発

揮せねばならないのであるヘ

このようなイギリスの教員養成制度から日本が示唆を

得ることができるとすれば それは 学校基盤の養成形

態をとっている点，それ白体からであろう。そして，学

校が教員養成を担うイギリスでは，近年，校長資格の制

度化によって政府機関 NCSL(National College for School 

Leadership)を発足させたが，そのことはどのように受け

止められているのであろうか。また校長のリーダーシッ

プや教師の専門性とはどのようなものであろうか。以下

では， 日本の教員養成への示唆を得るため，教育学を専

門としている研究者のコメントを取り上げてその問題点

や課題を浮きぼりにし むすびに代えることにしたい。

4. 学校教育実践における校長のリーダーシッフ。と教師

の専門性一むすびに代えてー

長い間，イギリスでは校長の選出は，学校理事会の承

認だけでなされていた。しかし政府は，学校管理者を

養成するための政府機関 NCSLを発足させ，そこで校長

資格を取らなければ校長職に就けないようなルールを

作った。そこには国家が校長の能力を統制・管理しよう

とする意図もあり これに対してアカデミズムから強い

批判が提起されている。その代表的論客の一人がバーミ

ンガム大学のガンタ氏 (Dr.Helen Gunter (Leader in 

Leadership and Management， School of Education School of 

Education， University of Birmingham)とである。

「従来，校長がリーダーシッフを獲得するために学ぶ機

会はいろいろあった。大学では，仕事をしながら学ぶコー

スとして 2-:3年かけて数週間以上にわたって週 1R H'， 

!r'じするコ、ース. };<JJtJJI1:]ωデ、イコースなどがあり， LEA 

J足供される ~'üWjni]のデイコース、在、 (I'~t創立!のt足{共寸る
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コースなどがあり選択肢があった。それは教師自身に対

して，学び続ける姿勢を要求するものでもであった。サツ

チャ一政権以降，教育は再構成され，教育資金は各学校

や校長に行くようになった。が，同時にカリキュラムは

中央集権化され，労働党政権になってもこの姿勢は推進

され，統制の強化が進んだ。現在では， この再編化が親

や家族にも影響を与えている(例えば，子どもが学校に

いる時間帯にもかかわらず 外で遊んでいたりすると親

の責任が問われる)。また かつてはLEAが教育をデザ

インし，大学がそれをサポートしていたし，大学も独立

精神に満ちていた。現在の方法では，国教会の人々

(Conformist)に目が向けられており，子どもはそれぞれ

の生活文脈のなかで学ぶという機会を逸してしまう。

リーダーシップとは，関係性(民lationship) に依存して

いる。しかし， NSLCを通して政府が考えているのは，

変形リーダーシップCtransfonnationalleadership)であり，

それは人々を統制下におくことを維持すること (keeping

people under controI)に他ならない。それゆえ，主主二三

ングだけを提供している NCSLの組織には問題がある。

また，校長のリーダーシップといっても，学校のバッ

クグラウンドや状況に応じて多様な内容が必要であり，

各学校の校長に求められる能力は個別的であるにもかか

わらず，国家政策が強力に直接的に反映されるかたちで，

概説的で広範囲な訓練が提供されている。そこでは，批

判的に分析する能力や教育行為を哲学する機会はなく，

新保守党政権の意図に左右されるリーダーシップのみの

訓練が提供されているに過ぎなしり(Prof.Gunter，下線筆

者)。

「教師がリーダーになっていくには，ミドル・マネー

ジャー (MiddleManagers，例えば Headof History )が必

要である。実は，以前はミドル・マスター (MiddleMasters) 

のためのマスター・コース (MastersCourse)があったよ

うに，ミドル・マネージャー (MiddleManagers) ，シニ

ア・マネージャー (SeniorManagers) ，校長という順序性

があった。しかし， NCSL (2000， Nottingham University， 

www.ncsl.org;.uk/ipsh)は， 1年間維持経費 25-60ミリオ

ンポンドの下，政府の政策に直結するかたちで(linkto 

govemment policy)訓練のみを提供しているため，政府

の統制下にある。つまり，これから校長になる者は，

NCSLによって一元化された校長の資質と資格を有する

ことになるのであるJ(Prof.Gunter，下線筆者)。

「しかし，各学校は極めて多様であること，このことに

留意せねばならない。校長はそれらの課題に応えるため

に 独 立 自 治 の精神をもった人間 (Headteachersare 

independent people)でなければならず，それを欠けば学

校経営はできないJ(Prof. Gunter，下線筆者)。

このように言明するガンタ氏の理論には，校長のリー

ダーシップが政府の側から降りてくるのではなく，それ

は，学校現場から，すなわち子どものニーズに導かれて

発揮されるものである，という信念がある。そこには，

教職の専門性のスタンスに対する確固たる信頼がある。

では，イギリスでは，専門性とはどのような概念で語

られているのであろうか，また，いかなる文脈で語られ

ているのであろうか。そのことについて， 日本でもしば

しば翻訳本が刊行されているマッガロフ氏 (Prof.G旺y

McCulloch Institute of Education， University of London) は

次のように述べているへ

「古典的な意味でのプロフエツショナリズム

(Professionalism) という概念は，西欧的，産業的で男性

統治指向にもとづいている。 これに属するのは，たとえ

ば医者，科学者などであり，その語は社会におけるステ

ータス，階級，権力を意味していた。この考えは世界に

も流布して現在に至っている。 1960-70年代，イギリ

スでは社会福祉の発展により 専門的な職業につく者が

大きな企業で働くようになり，そして，社会福祉関係者

と政府とのつながりが強くなっていった。反対に，人と

人との小さなつながりは弱くなった。看護婦，教師，福

祉関係の職業等，ケアリング・プロフエツション (Caring

Profession)と呼ばれるような職業には女性がつくことが

多く，これらの分野での雇用者数は多い。それゆえ，必

然的に社会におよぼす影響も大きいわけだが，これらの

職業は，その数の多さから社会的ステータスが低く，市

場を独占する大企業に反発している。サッチャ一政権下

の 1980年代ではこの傾向が特に強く，企業の社会的独

占体制を崩す動きが盛んになり，教育関係者を含め，消

費者側の意見がより多く取り入れられたのであった。今

日，消費社会を作る企業は一般社会だけでなく，政府か

らも圧力を受けているJ(Prof. McCulloch)。

「したがって，プロフエツショナリズム (Professionalism)

とはその職を遂行するのに要求される日々の行為コード

(code of conduct)にありプロフェッショナライゼーショ

ン (Professionalization) とは長期的で公共的な職業の専

門化を意味するJ(Prof. McCulloch)。

着目すべきは，マッガロフ氏が職業を遂行する際の

日々の行為コードの公共性に着目している点である。つ

まり，専門性の指標は，教職が国家政策や企業利益とは

別次元の，一般意志としての公共性という枠組みを有し

ている点に求められていることである。このような考え

は，教育改革の政治的側面に批判的検討を加えた彼の著

作に現れているがてそれに加えて 彼が教師の専門職

業意識を新たに作り出そうとするイギリスの近年の教師

集団の動きに着目している点にも見いだされる。
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「教育改革においては 社会的側面と同じ位，政治的

側面が大きい。この本では，教師の専門職業意識

ueacher's professionalism)を論点としている。 1940年代

から 60年代にかけてカリキュラムの自律性という理想

を掲げて経験を積んできた教師は，近年，教師の義務に

対する一般の不信感等から困難な状況に立たされ，その

理想は打ち砕かれてしまった。1988年に作られたナショ

ナル・カリキュラムによって それまで養われてきた教

師の専門職業意識は失われた過去15年間の教師の専門

職業意識へのアプローチはこれまでとは違い，教師の義

務，協調性，実際の技術等に焦点があてられている。 1997

年にブレアの労働党が政権をにぎって以来，その傾向は

ますます強くなったわけだが 同時により大きな「教室

での自由Jをっくり出すことにも焦点があてられている。

これは，新たな教師の専門職業意識 (Newapproach 

T'eacher Professionalism) をっくり出そうという動きであ

り，教員免許を取得する理想的な過程の構築にも変化を

およぼしている。それゆえ，教師に求められる，責任性

(Accountability) ，独立的権威 OndependentAuthority) 

の内実検討が不可欠になるJ(Prof.McCulloch，下線筆者)。

「ただ，理想的には，哲学や教育理念が，教員養成の

カリキュラムの中心に位置づけられるべきであるが，残

念ながら現実にはそうではない。ナショナル・カリキュ

ラムが作成された時その主軸は教室での教授スキル

(c1assroom skills)であり 哲学社会学，教育史学等の

ような学理的側面はほぼ失われた。現在のナショナルカ

リキュラムには，基礎となる理論がほぼないに等しく，

教育に関わっていながら教育史との接点もない。それは，

1年間の PGCEコースの授業においてもプラクテイカル

な側面のみが強調されていることに示されている。この

ことは教育学のディシプリンは何かを問うている。」

(Prof. McCulloch，下線筆者)

以上のコメントから顕在化するのは，公共性を所与の

ものとして課された教師の責任性とは何か，またそれを

実践する際の独立的権威はいかに形成されるかという課

題，すなわち教育に不可欠な批判精神，自由独立の精神

をいかに教員に形成するかという まさに進歩主義教育

の問いの再提起である。それは，とりわけ，協同的で個

性的な学校という組織がもっている組織力に左右され，

それゆえ，そこに属する教師一人ひとりがそれぞれの個

性を発揮しつつ，より確かな責任精神と独立精神を育む

ことが可能になる教師文化をいかに作り維持するかとい

う問いと言い換えることができる。しかも，教育という

事象においては，教師とその教育実践とのあいだに相互

術環性があるため主要なのは， このI課題がそωまま'了f

校教育の課題にj山氏するという点

五u.l~) (三(J()1) 

歩的な教師の文化が進歩的な学校の文化をつくるという

極めて必然の原理に帰着するのである。それは校長の

リーダーシップに左右されるがゆえに，そこには，教師

の専門性とは，校長のリーダーシップとは， といった一

連の循環する問いが続くことになる。

したがって， 日本の教員養成を検討する際には，また

教育改革を省察する際には 校長のリーダーシップの根

幹には教育哲学，批判的分析能力，独立精神が不可欠で

あり， このような校長の作り出す文化が進歩的な学校を

経営し，進歩主義教育をさらに探究するための原動力と

なっているという点を考慮、に入れる必要がある。これを

筆者の目頭の懸念に引きつけるならば，学力低下論争に

押されたかたちでの教育課程改訂よりもむしろ，教員養

成，校長のリーダーシッフ育成をいかにすべきかの問い

が注目されねばならないのである。

(注)

1 本論は平成 16年度文部科学省委嘱事業「教員免許の

総合化j において筆者が担当し調査報告したイギリ

スの教員養成に関する調査研究に基づいている。

2 大田直子「サッチャリズムの教育改革 イギリスー」

(W世界の教育改革』岩波書庖， 1998年， 65 -85頁

所収)及び同「サッチャ一政権下の教育改革J(W教

育年報教育研究の現在』世織書房， 1992年， 331 

358頁所収)参照。

3 D.ウオ一ドル著岩本俊郎訳『イギリス民衆教育の

展開』協同出版，昭和 54年， pp.150-1. 

4 リンチ(JamesLynch) はその著作 W英国の教師教

育の改革 (TheReform 01 Teacher Education in the 

United Kingdom) ~ (Research into Higher Education 

Monographs 36， 1979， Printed by Direct Design)におい

て 'TeacherEducation" の語を用いているが， この

ような表現は極めて稀である。

5 本インタビューは， 2004年2月 24日から 3月7日

までの期間に筆者がイギリスで、行った調査に基づい

ている。

6 こうした筆者の懸念を裏づけるものとしては，以下

の2つの論考を挙げておきたい。

山崎洋子・ゲーリー・フォスケット「進歩主義教育

における「子ども中心の教育(Child-Centred 

Schooling)J の理論と実践イヴライン口ウ小学校

の提起するもの一」 鳴門教育大学『鳴門教育大学研

究紀要(教育科学編)~ (第 18巻， 2003， pp.133-

147) ，山崎洋子「イギギ、リス公教育におけるイヴライ

ン口ウ小学校の先駆性 全人的発達の可能性を求め

た!暦恒史とt現}児Ur Jい円鳴!鳴鳥門教f古f}んiぐJγ:W刊J\白門教介育~k.ぐぐ，ργ、γ'[:'

教育実E践長セシ夕一紀笠要~~μ(f加Jお} 1凶討;り;J-\‘ 2()()~) ， pp.GC-) -7()) 
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7 宗教と教育との関連については，次のものを参照さ

れたい。山崎洋子「イギリス新教育思想における「自

由」の宗教的性格ーなぜ哲学者J.S.マッケンジーは

「教育の新理想」運動にコミットしたか-J，鳴門教

育大学『鳴門教育大学研究紀要(教育科学編)~第

19巻， 2004， pp.12ト 135.

8 イギリスの教員養成制度， とりわけ養成・研修・人

事については，米川英樹，冨田福代による極めて精

微な研究報告がある。日本教育大学協会『諸外国の

教員養成制度等に関する研究プロジェクト』所収，

2003.3， pp.35 -74. 

9 日本教育大学協会『諸外国の教員養成制度等に関す

る研究プロジェクト』所収， pp.39 -40. 

10 2004年現在で ITTを提供する大学はイングランド

とウエールズ双方で 130校ある。なお，教員免許の

有効期限は終身であるが， 7年以上のブランクのあ

る教師には復帰プログラム (RetumingProgramme) 

が提供される。

11 TARGET Teaching 2004， p.5. 

12 これは， Mr. Peter Shipley (Curriculum Leader， 

Secondary Initial Teacher Training School of Lifelong 

Leaming and Education， Middlesex University)へのイ

ンタビューに基づいている。

13 年間 12，000ポンドの給与と年間研修費 12，000ポン

ドが支給される。

14 2.1とは学位の最終グレードのことを指し， 1 (= 

ファースト)， 2.1， 2.2， 3， Failの順にグレード化さ

れている。それゆえ，学位グレードが2.1または 1

を保持するもののみ応募資格がある。

15 Peter Cunningham， Curriculum Change in百lePrimary 

School since 1945， The Falmer Press， 1988， pp.25 -8. 

16 この大学での PGCEの生徒数は 200名であり，その

内‘Artand Design"は40名である。

17 ここで取り上げた PGCEコースの授業内容は，ミド

ルセックス大学のArt& Designのものであり，それ

はこのコースの学生，ホツベン氏 (Mr.Zek Hoeben ， 

1975 -)と教員スタッフのグリフィン氏 (Dr.David 

Griffin ， Art & Design PGCE Programme Leader)，ホー

ランズ氏 (Dr.Howard Hollands， Art & Design PGCE 

Programme Leader)，シプリー氏 (Dr.Peter Shipley， 

Curriculum Leader， Secondary Initial Teacher Training 

School of Lifelong Leaming and Education， Middlesex 

University)らへのインタビューに基づいている。ま

た， ここでの記述や考察・分析は，タイラ一氏 (Dr.

Peter Taylor， Lecture of GTS =Graduate Teacher 

Scheme)やワッツ氏 (Dr.Ruth Watts， School of 

Education School of Education， University of 

Birmingham) らへのインタビューからの言質にも基
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づいている。

18 その事例としてあげられるのが 子どもの全人的発

達をめざしたイヴラインロウ小学校の実践である。

19 氏の近年の著作としては， w美術教育の困難 (The

Impossibility of Art Education) ~ (Camera wordsl Art 

Connect of England) がある。

20 ASTs (Advanced Skills Teachers) は，年間あたり

47，469ポンドから 53，412ポンド (InnerLondon) 

の収入を得ており，同時に彼らが校長になれば

94，098ポンド (InnerLondon)程度の収入が得られ

る。だが， ASTsは近々廃止される見通しである。

(www/teachemet.gov.uk/pay1) 

21 ただ，イギリスは近年，慢性的に教員不足である。

その原因は複合的であるが，物価高と賃金の低さが

大きい。 TheTimes Educational Supplement 20th July 

2001， The Times Educational Supplement 14血

November 2003， p.8. 

22 氏は 2004年9月よりマンチェスター大学の教授と

して転任した。

23 このインタビューは， 2004年3月4日，マッガロ

フ氏の研究室にて実施した。

24 The Politics of Professionalism edited by Garry 

McCulloch， Gill Helsby， Peter Knight， 2000 

付 「

E-=ロ

①本論では，紙幅の都合上，インタピュアーの全てのコ

メントを取り上げることができなかったが，本研究へ

のイギリスでの協力者は，計 58人にも及ぶ。一人ひ

とりの氏名を記すことはできないが，イギリスにおけ

る多くの研究仲間の援助がなければ，本研究はこのよ

うに形あるものにはならなかった。ここで改めて彼ら

全員に対して謝意の気持ちを申し述べたい。

②本論は，平成14-16年度の科学研究費基盤研究C(1 ) 

(代表・山崎洋子)および、平成 16年度文部科学省委

嘱事業「教員免許の総合化J(代表・溝上泰)の研究成

果の一部である。
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くその他の TeachingJargonとウエッブサイト>

ATL=association of Teachers and Lectures， www. askat1. org. uk 

CPD=continuing professional development 

DRB=designated recommending body， ~ww.canteach.gov.ukJcommunity/ebr/dr 

EAL=English as an Additional Language 

Excellence in cities， initiative that aims to improve standards at secondary level in ten inner cities， 

www.standards，dfes.gov.ukJexcellence 

GTC=General Teaching Council for England， ~ww.gtce.org.uk 

GTTR=Graduate Teacher Training Registry， '!iww.只ttr.ac.uk

IAPS=Incorporated Association of Praparatory Schools， ~ww.isis.o昭.uk

ISIS=Independent Schools' Information Service， ~ww.isis.or只.uk

NAPE=National Association for Primary Education， ~wW.nape.orε.uk 

NASEN=National Association for Special Education Needs， ~wW.nasen.org. uk 

NASUWT=National Association of SchoolmasterslUnion of Women Teachers， wwW.nasuwt.org. uk 

NLS=N ational Literacy Strategy 

NNS=National Numeracy Strategy 

OTT =Overseas-trained teacher 

PAT=Professional Association of Teachers， www.pat.org.uk 

SMT=senior management team， includes the head teacher， depty head and other senior teacher s 

Teachers pay scale， ~ww. teachemet.gov. ukJpay _and_performance 

TEFL=Teaching English as a Foreign Language 

TESL= Teaching English as a Second Language 

'¥().lリ(三()()い

<補助資料1>
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